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 【この時期の管理ポイント】 
○ 適期の中干しと溝切りにより、根の発育を促し、気象変動（猛暑や強風）に負けない稲づくり 
     を進め ましょう！  
○ 暑い夏の登熟を高めるため、ケイ酸資材の施用を積極的に行いましょう！ 
○ 畦畔・農道の草刈りを徹底し、カメムシの生息密度を低下させましょう！ 

２. 中干し後〜穂肥までの管理（ 溝切り・飽水管理・ケイ酸質資材の施用 ） 
  北陸地方の３ヶ月予報によると、今年の夏は気温が高く暑い夏が見込まれています。高温に負けない稲づ 
 
 くりに向けて、中干し・溝切り やケイ酸質資材を積極的に施用しましょう。 

(1) 溝切りは必須対策 
  ・高温時の迅速な水の供給、渇水時の効率的な用水利用を図るため、溝切りは必ず行いましょう。 
 
(2) 飽水管理と水の更新をこまめに実施 
  ・「浅水で湛水」→足あとに水が残っているくらいまで減水したら再び湛水を繰り返します。 
 
(3) ケイ酸質資材の追肥で高温対策 
  ・これからの時期、イネは最もケイ酸をよく吸収するため、出穂35～40日前のケイ酸追肥が効果的です。 

３. 穂肥施用のポイント 

(1) 穂肥施用量・時期のめやす 
 
  ・水稲の出穂期は、「平年並」が予想されます。出穂期は今後の天候により変動しますので、あくまでも 
   現段階での「めやす」としてください。 
  ・特に極早生品種は、施用時期が早いので、１回目の穂肥が適期に施用できるよう準備しておきましょう。 

表２ ケイ酸質資材の施用例 

表１ 水稲生育状況（6月8日現在） 

表３ 穂肥の施用量・時期のめやす 

 
１. ６月８日現在の水稲生育状況 
 
  ○ ６月以降の低温・日照不足により、県内全般の生育は「平年並」となっています。 
   ○ 阿賀野市の水稲生育状況は、前年比で草丈「やや短」、茎数「少」、葉数は「やや少」となって 
    おり、特に田植えの遅いほ場では茎数確保が遅れています。 
   ○ 指標値（生育のめやす）比では、草丈「長め」、茎数「やや多」、葉数「やや多」となっています。  

 
表はあくまで平年並の
出穂期を想定した施
用時期のめやすです。
今後の天候により、時
期が前後する可能性
がありますので、ＪＡ、
普及指導センターの
最新情報を確認くださ
い。 

ケイ酸の施用で、葉温が低下 高温年に乳白粒や 

 着色粒が減少 

1.土壌にケイ酸多 

2.根の吸収力向上 3.蒸散量の維持 

4.葉温の上昇抑制 

5.整粒歩合の

低下抑制 


